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コイヘルペスウイルス(KHV)病の検査結果について 

 
 9 月 25 日に県の一次診断で KHV 陽性であった尾花沢市の個人池（2 軒）のコ

イは、9 月 30 日に独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所で KHV 陽性と

確定されました。 
 
確定診断結果 
 

尾花沢市の個人池①（マゴイ）   １検体中１検体で陽性 
尾花沢市の個人池②（ニシキゴイ） ２検体中２検体で陽性 

山形県 



大分県

お 知 ら せ

コイヘルペスウイルス病の発生について

平成２０年 ９月３０日

平成２０年９月２５日に本県日田市と熊本県阿蘇郡小国町にまたがる下筌ダムでコイが

へい死しているとの連絡があり、本日、９月３０日コイヘルペスウイルス病と確定されま

した。

経過１.

平成２０年９月２５日に、国土交通省九州整備局筑後川ダム管理事務所の職員から県内

水面研究所にコイがへい死しているとの連絡があり、県農林水産研究センター水産試験場

内水面研究所においてＰＣＲ検査を行ったところ、９月２６日にコイヘルペスウイルス病

の陽性反応がみられました。

このため、検体を独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所に送付し、検査依頼し

ておりましたが、本日９月３０日にコイヘルペスウイルス病と確定されました。

２．対応

今回コイヘルペスウイルス病の発生した筑後川水系では、平成１６年６月８日の松原ダ

ムでのコイヘルペスウイルス病の発生を受けて、大分県内水面漁場管理委員会告示に基づ

くコイの持ち出しの制限範囲と決定しています。関係漁協および周辺住民に対しコイヘル

ペスウイルス病のまん延防止等について再度注意喚起するとともに、この告示を県庁のホ

ームページ等を通じて、県民の方への周知を図ります。

３．その他

本病はコイ（マゴイおよびニシキゴイ）以外の魚には感染しません。

また、人に感染することはないため、仮に感染したコイを食べても人体に影響はありま

せん。

なお、コイヘルペス病の発生は平成１５年１２月に県下で始めて発生して以来４２件目

の発生です。
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